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地獄のぞき（千葉県鋸南町）

政
府
が
観
光
立
国
を
標
榜
し
て
久
し
い
。
昨
年

３
月
に
は
『
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
』
が
策
定
さ
れ
、
観
光
先
進
4

4

国
に
向
け
た
取
組
が

2
0
2
0
年
を
目
標
に
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。
観
光
の
効
果
・
効
用
は
、
そ
の
地
域
振
興
効
果

に
あ
り
、
大
き
く
は
経
済
的
側
面
と
社
会
的
側
面
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
短
兵
急
な
取

組
で
は
な
く
、
永
続
的
な
効
果
が
期
待
で
き
る
息
の

長
い
取
組
が
期
待
さ
れ
る
。

わ
が
国
の
旅
行
・
観
光
の
総
消
費
額
は
年
間
約

25
兆
円
。
外
国
人
を
含
む
こ
の
観
光
消
費
が
地
域
の

振
興
に
と
っ
て
重
要
と
さ
れ
、
そ
の
経
済
波
及
効
果

を
単
純
化
し
て
表
せ
ば
「
観
光
客
数
×
一
人
あ
た
り

消
費
額
×
域
内
調
達
率
」
と
な
る
。
こ
の
う
ち
特
に

「
域
内
調
達
率
」
を
高
め
る
こ
と
が
観
光
振
興
の
要

諦
と
言
わ
れ
、
観
光
客
が
落
と
し
た
お
金
を
地
域
外

に
流
失
さ
せ
な
い
よ
う
、
い
か
に
「
地
域
循
環
型
」

の
経
済
に
し
て
い
く
か
、
い
か
に
地
域
で
採
れ
た
も

の
に
付
加
価
値
を
付
け
て
観
光
客
に
提
供
す
る
か
、

が
問
わ
れ
る
。
そ
れ
が
「
地
産
地
消
」
の
一
つ
の
意

義
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
わ
が
町
、
わ
が
村
は
い

か
に
す
れ
ば
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
模
索
す
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
生
き
残
り
戦
略
と

な
る
。

地
方
創
生
は
イ
タ
リ
ア
の
地
方
部
が
モ
デ
ル
と
言

わ
れ
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
で
有
名
な
ブ
ラ
や
シ
ル
ク
産

業
で
有
名
な
コ
モ
湖
、
ト
ス
カ
ー
ナ
や
ヴ
ェ
ネ
ト
州

の
ワ
イ
ン
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
や
マ
セ
ラ
ッ
テ
ィ
を
生
産

す
る
モ
デ
ナ
な
ど
世
界
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
し
た
元
気

な
地
方
都
市
や
町
、
村
が
多
数
存
在
す
る
。
い
ず
れ

も
都
市
国
家
と
し
て
の
歴
史
を
背
景
と
し
中
央
に
依

存
す
る
こ
と
な
く
自
立
し
た
独
自
の
文
化
を
育
ん
で

き
た
。
そ
こ
に
は“
30
㎞
経
済
圏
”と
言
わ
れ
る
ロ
ー

カ
ル
経
済
を
ベ
ー
ス
に
、
量
よ
り
質
、
付
加
価
値
の

高
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
、
暮
ら
し
の
充
実
な

ど
魅
力
あ
る
理
念
と
地
域
政
策
が
根
付
い
て
い
る
。

地
方
創
生
に
観
光
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

は
間
違
い
な
い
が
、「
観
光
は
ま
ち
づ
く
り
の
総
仕

上
げ
」
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
の
資
源
を
発

掘
し
、
磨
き
上
げ
、
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
の

4

4

4

4

4

4

結
果
と
し
て

4

4

4

4

4

、
そ
こ
に
人
々
が
訪
れ
、
交
流
が
生
ま

れ
、
観
光
が
成
立
す
る
の
で
あ
り
、
稼
ぐ
こ
と
、
経

済
だ
け
が
先
行
す
る
町
や
村
に
持
続
可
能
な
観
光
は

望
め
な
い
。

観
光
の
効
果
・
効
用
と
地
域
振
興
～
観
光
は
ま
ち
づ
く
り
の
総
仕
上
げ

鋸山の南斜面にある日本寺の「地
獄のぞき」と呼ばれる山頂展望台
は、山の斜面から岩肌の一部が突
き出しており、下をのぞけば、まる
で足場がないようなスリルを味わ
える。東京湾や房総半島、富士山
等が見渡せる観光スポット。

写真キャプション

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
理
事

筑
波
大
学
大
学
院
客
員
教
授

梅う
め

川か
わ

　
智と

も

也や

「
大
規
模
災
害
か
ら
の
被
災
住
民
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る
た
め
の
応
援
職
員
の
派
遣
の

　

在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
報
告
に
つ
い
て
…
…
総
務
省
自
治
行
政
局
公
務
員
部
公
務
員
課
…
⑵

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
・
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
№
１
を
め
ざ
し
て
＝
徳
島
県
藍
住
町
…
…
…
…
…
…
⑺

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑽

20
億
年
の
時
空
を
超
え
て
…
…
…
…
…
…
…
…
岐
阜
県
町
村
会
長
・
七
宗
町
長　

井
戸　

敬
二
…
⑾

政�

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想



Ⅰ　

は
じ
め
に

近
時
、
災
害
発
生
時
に
、
被
災
住
民
の
生

活
再
建（
避
難
所
の
運
営
、
罹
災
証
明
書
の

交
付
な
ど
）に
向
け
た
迅
速
な
対
応
が
強

く
要
請
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
担
う
被
災

市
区
町
村
で
は
、
必
要
な
応
援
職
員
を
災

害
発
生
後
直
ち
に
確
保
す
る
こ
と
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
大
規
模
災
害
の

場
合
に
は
全
国
的
な
応
援
も
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
は
、
行
政
機

能
が
著
し
く
低
下
し
た
市
区
町
村
が
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
被
災
市
区
町
村
に

お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
確
保
へ
の
支

援
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
、
総
務
省

で
は
、
熊
本
地
震
に
お
け
る
成
果
と
課
題

を
踏
ま
え
た
検
討
を
行
う
た
め
、
学
識
経

験
者
や
地
方
三
団
体
等
を
構
成
員
と
す
る

「
大
規
模
災
害
か
ら
の
被
災
住
民
の
生
活

再
建
を
支
援
す
る
た
め
の
応
援
職
員
の
派

遣
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
を
開
催

し
た
。

本
稿
で
は
、
平
成
29
年
６
月
に
と
り
ま

と
め
ら
れ
た
研
究
会
の
報
告
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（http://w
w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_

so
sik
i/k
en
k
yu
/d
a
ik
ib
o
sa
ig
a
i-

saiken/index.htm
l

）

Ⅱ　

報
告
の
概
要

１
．
熊
本
地
震
に
お
け
る
成
果
と
課
題

⑴
成
果

報
告
で
は
、
熊
本
地
震
に
お
け
る
成
果

と
し
て
、「
被
災
市
町
村
に
お
い
て
、
被

災
住
民
の
生
活
再
建
に
向
け
た
避
難
所
の

運
営
や
罹
災
証
明
書
の
交
付
事
務
等
に
関

し
、
多
く
の
応
援
職
員
が
迅
速
に
確
保
さ

れ
た
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
応
援
職
員
の
派
遣
数
は
、

平
成
28
年
４
月
16
日
の
地
震
発
生
後
、
同

月
19
日
に
２
０
０
人
超
、
26
日
に
１
、
０
０

０
人
超
と
な
り
、
以
降
５
月
20
日
ま
で
は

１
、
０
０
０
人
超
の
規
模
で
推
移
し
、
最
大

は
５
月
11
日
の

１
、
４
４
０
人
で

あ
っ
た
。【
資
料
１

を
参
照
】

一
方
、
東
日
本

大
震
災
の
場
合
、

全
国
ス
キ
ー
ム
に

よ
る
応
援
職
員
の

派
遣
は
、
発
災
後

約
１
か
月
を
経
過

し
た
４
月
22
日
が

最
初
で
、
そ
の
派

遣
数
は
３
２
６
人

で
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
照

ら
せ
ば
、
熊
本
地

震
で
は
、
こ
れ
ま

で
と
は
異
な
る
規

模
の
応
援
職
員
が

迅
速
に
確
保
さ
れ

た
と
の
評
価
を
し

て
い
る
。

政　策　解　説

「大規模災害からの被災住民の生活再建を支援するための
応援職員の派遣の在り方に関する研究会」報告について
「大規模災害からの被災住民の生活再建を支援するための
応援職員の派遣の在り方に関する研究会」報告について

総務省自治行政局公務員部公務員課総務省自治行政局公務員部公務員課

熊本地震における短期派遣職員数の推移
（熊本県・熊本市・その他の市町村）
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派遣職員全体数 うち罹災証明書交付事務従事職員数

１日あたりの最大派遣人数
５月１１日 １，４４０人／日（県、１３市町村）
（避難所運営660人、罹災証明書交付事務593人）

４月２６日～５月２０日
１日当たり １，０００人超の派遣

５月１９日 熊本市で避難所集約化に
伴う体制縮小 （△３１０人） 等

１日あたりの最大派遣人数
５月１６日 ６３２人／日

（人）

６月末で避難所運営に目処

罹災証明二次
調査に目処

罹災証明一次
調査に目処

対口支援、全国スキームにより、
迅速な派遣に一定の成果

※これは広域連携スキームによるもので、各府省が調整して派遣する職員等は含まない。

資料１　熊本地震における短期派遣職員数の推移（熊本県・熊本市・その他の市町村）

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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熊
本
地
震
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
応
援

職
員
が
確
保
さ
れ
た
背
景
及
び
理
由
と
し

て
は
、
①
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
災

害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
応
援
職

員
に
対
す
る
需
要
が
顕
在
化
・
拡
大
し
た

こ
と
、
②
熊
本
地
震
に
お
け
る
支
援
で
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
た
九
州
地
方
知
事
会

が
、
被
災
市
町
村
ご
と
に
対
口
支
援
団
体

を
定
め
る
「
対
口
支
援
方
式
」
を
採
用
し

た
こ
と
（「
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
方
式
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
な
お
、
熊
本
市
に
つ
い

て
は
、
指
定
都
市
市
長
会
が
調
整
し
、
全

国
19
の
指
定
都
市
が
対
応
。）【
資
料
２
を

参
照
】、
③
対
口
支
援
団
体
が
派
遣
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

全
国
知
事
会
を
中
心
に
全
国
市
長
会
及
び

全
国
町
村
会
と
連
携
の
下
、
全
国
ス
キ
ー

ム
に
よ
る
支
援
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
３
点

を
挙
げ
て
い
る
。

⑵
課
題

一
方
で
、
報
告
で
は
、
熊
本
地
震
に
お

け
る
課
題
と
し
て
、
①
応
援
職
員
の
派
遣

ス
キ
ー
ム
の
運
営
に
関
す
る
課
題
と
、
②

被
災
市
町
村
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機

能
の
低
下
に
関
す
る
課
題
の
二
つ
に
大

別
、
整
理
し
て
い
る
。

①�

応
援
職
員
の
派
遣
ス
キ
ー
ム
の
運
営
に

関
す
る
課
題

ｱ)�

都
道
府
県
と
区
域
内
市
区
町
村
に
よ
る

一
体
的
な
支
援
に
関
す
る
課
題

・
熊
本
地
震
で
は
、
実
態
と
し
て
、
対

口
支
援
団
体
で
あ
る
県
と
区
域
内
市
町

村
に
よ
る
一
体
的
な
支
援
が
行
わ
れ
、

派
遣
さ
れ
た
応
援
職
員
に
占
め
る
市
区

町
村
職
員
の
割
合
は

40
％
弱
。

・
九
州
地
方
知
事
会
や

熊
本
県
に
よ
る
検
証
で

は
、
一
体
的
な
支
援
は

非
常
に
効
果
的
で
あ
る

と
し
な
が
ら
も
、
相
互

応
援
協
定
等
に
都
道
府

県
が
区
域
内
市
町
村
に

対
し
て
支
援
を
要
請
す

る
仕
組
み
が
設
け
ら
れ

て
い
な
い
た
め
、
区
域

内
市
町
村
か
ら
派
遣
根

拠
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
等
の
混
乱

が
生
じ
た
こ
と
を
課
題
と
し
て
指
摘
。

ｲ）�
指
定
都
市
を
含
め
た
一
元
的
な
調
整
に

関
す
る
課
題

・
熊
本
地
震
で
は
、
指
定
都
市
市
長
会

が
担
当
し
た
熊
本
市
の
派
遣
ニ
ー
ズ

と
、
九
州
地
方
知
事
会
及
び
全
国
ス

キ
ー
ム
が
担
当
し
た
そ
の
他
の
市
町
村

の
派
遣
ニ
ー
ズ
が
概
ね
均
衡
し
て
い
た

た
め
、
そ
の
間
の
調
整
の
必
要
性
が
大

き
く
生
じ
ず
。【
資
料
３
を
参
照
】

・
今
後
の
全
国
ス
キ
ー
ム
を
考
え
る
際

に
は
、
指
定
都
市
が
存
在
し
な
い
都
県

で
の
災
害
等
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
指

定
都
市
も
含
め
た
一
元
的
な
調
整
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
。

ｳ）�

災
害
対
策
基
本
法
第
74
条
の
２
の
「
内

閣
総
理
大
臣
に
よ
る
応
援
の
求
め
」
に

関
す
る
課
題

・
熊
本
地
震
で
は
災
害
対
策
基
本
法
第

74
条
の
２
に
基
づ
く
内
閣
総
理
大
臣
に

よ
る
応
援
の
求
め
は
行
わ
れ
な
か
っ
た

も
の
の
、
総
務
省
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に

よ
り
緊
急
に
応
援
職
員
の
派
遣
を
行
っ

た
事
例
あ
り
。

・
今
後
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、
当
該

規
定
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
行
う
べ
き

か
の
整
理
を
含
め
、
必
要
な
対
処
方
針

に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
く
こ

と
が
必
要
。

②�

被
災
市
町
村
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

機
能
の
低
下
に
関
す
る
課
題

・
被
災
市
区
町
村
で
は
、
平
時
で
は
経

験
し
な
い
、
膨
大
な
案
件
を
短
時
間
で

対
応
・
処
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

一
方
で
、
災
害
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
乏

し
い
こ
と
や
職
員
自
身
の
被
災
な
ど
に

資料３　熊本地震における応援職員の派遣状況（派遣数最大時）（平成28年５月11日時点）

熊本地震における対口支援県の割当状況

市町村 対口支援県等
菊池市 長崎県
宇土市 長崎県、沖縄県
宇城市 鹿児島県
阿蘇市 長崎県、宮崎県
大津町 関西広域連合
菊陽町 福岡県、関西広域連合
御船町 山口県
嘉島町 福島県、静岡県
益城町 福岡県、関西広域連合
甲佐町 鹿児島県
山都町 宮崎県
西原村 佐賀県
南阿蘇村 大分県

資料２　熊本地震における対口支援県の割当状況

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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熊本地震における応援職員の派遣状況（派遣数最大時）
（平成28年5月11日時点）

※１ 被災市町村毎に担当府県を割り当て（対口支援）、担当府県が責任をもって対応
〈対口支援の例 益城町：福岡県、関西広域連合 南阿蘇村：大分県 西原村：佐賀県〉

※２ ※１で対応できない派遣ニーズに対し、地方三団体を通じ、全国の都道府県・市町村が支援
※３ 熊本市の派遣ニーズに対し、全国の指定都市が支援
⇒ 総務省は、これらの人的支援について、地方三団体等に対し、協力・助言を実施

職員派遣スキーム 熊本県 熊本市 その他の市町村 合計

九州地方知事会※１ 32 0 593 625

全国スキーム※２ 9 4 200 213

指定都市※３ 0 602 0 602

合計 41 606 793 1,440



よ
り
、
組
織
運
営
上
混
乱
が
生
じ
、
困

難
に
直
面
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

・
熊
本
地
震
で
は
、一
部
の
被
災
市
町

村
に
お
い
て
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
が

極
度
に
低
下
し
業
務
の
停
滞
が
み
ら
れ

た
が
、災
害
対
応
の
経
験
の
あ
る
他
の

地
方
公
共
団
体
の
幹
部
職
員
が
応
援
職

員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
こ
と
で
、混
乱

し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
が
抜
本
的
に

改
善
さ
れ
た
事
例
や
、対
口
支
援
県
か

ら
被
災
市
町
村
に
対
し
、災
害
対
策
に

関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
等
が
行
わ
れ

た
事
例
あ
り
。

・
こ
の
た
め
、
小
規
模
自
治
体
等
に
お

け
る
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
低
下

へ
の
対
応
を
含
め
て
、
災
害
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
機
能
を
支
援
す
る
体
制
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
。

２
．�「
被
災
市
区
町
村
応
援
職
員
確
保
シ

ス
テ
ム
」
及
び
「
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
総
括
支
援
員
」
制
度
の
構
築

報
告
で
は
、熊
本
地
震
に
お
け
る
成
果
と

課
題
を
踏
ま
え
、大
規
模
災
害
時
に
被
災

市
区
町
村
を
抜
本
的
に
支
援
す
る
た
め
、

「
被
災
市
区
町
村
応
援
職
員
確
保
シ
ス
テ

ム
」
及
び
「
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
括
支

援
員
」
制
度
の
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
の
一
体
的

な
導
入
・
整
備
を
提
言
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
シ
ス
テ
ム
は
、
熊
本
地
震
で
成
果
を

上
げ
た
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、課

題
に
つ
い
て
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

⑴�

「
被
災
市
区
町
村
応
援
職
員
確
保
シ
ス
テ

ム
」
の
基
本
的
な
考
え
方

ｱ）�

被
災
市
区
町
村
ご
と
に
「
対
口
支
援
方

式
」
に
よ
る
支
援
を
実
施
す
る
こ
と

「
対
口
支
援
方
式
」
と
は
、
対
口
支
援

団
体
が
個
々
の
被
災
市
区
町
村
を
一
対
一

で
担
当
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
基
本
的

に
自
ら
完
結
し
て
、
応
援
職
員
の
派
遣
に

つ
い
て
責
任
を
持
っ
て
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。
熊
本
地
震
に
お
け
る
成
果
を
踏
ま

え
、
今
後
の
大
規
模
災
害
に
お
い
て
も
、

被
災
市
区
町
村
の
ニ
ー
ズ
を
自
ら
把
握
し

て
自
律
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
、

相
当
規
模
の
応
援
職
員
の
迅
速
な
派
遣
を

期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
対
口
支
援
方

式
」
を
採
用
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

ｲ）�

「
対
口
支
援
方
式
」
と
全
国
ス
キ
ー
ム

の
二
段
階
の
体
制
で
対
応
す
る
こ
と

　

熊
本
地
震
に
お
け
る
成
果
を
踏
ま
え
、

ま
ず
は
日
頃
よ
り
緊
密
な
関
係
に
あ
る
被

災
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
と
し
て
被
災
市

区
町
村
ご
と
の
対
口
支
援
方
式
に
よ
る
応

援
職
員
の
派
遣
を
行
い
、
そ
れ
で
も
応
援

職
員
が
不
足
す
る
場
合
に
は
、
全
国
ス

キ
ー
ム
に
よ
り
補
完
的
に
対
応
す
べ
き
と

し
て
い
る
。

ｳ）�

都
道
府
県
と
区
域
内
市
区
町
村
に
よ
る

一
体
的
な
支
援
を
原
則
と
す
る
こ
と

避
難
所
の
運
営
や
罹
災
証
明
書
の
交
付

事
務
な
ど
の
災
害
応
急
対
策
は
、
市
区
町

村
の
担
当
業
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
規

模
災
害
発
生
時
に
は
全
国
の
市
区
町
村
に

よ
る
積
極
的
な
応
援
職
員
の
派
遣
が
重
要

と
な
る
。
対
口
支
援
団
体
で
あ
る
都
道
府

県
が
区
域
内
市
区
町
村
と
と
も
に
一
体
的

な
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
最
も
迅
速
な
応

援
職
員
の
派
遣
が
可
能
と
な
り
、
か
つ
、

相
当
規
模
の
応
援
職
員
の
確
保
に
も
つ
な

が
る
と
し
て
い
る
（
全
国
ス
キ
ー
ム
に
お

い
て
も
、
一
体
的
な
支
援
が
原
則
）。

な
お
、
熊
本
地
震
を
経
験
し
た
九
州
地

方
知
事
会
と
九
州
市
長
会
で
は
、
覚
書
を

交
わ
し
、
既
に
県
の
要
請
に
基
づ
き
派
遣

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
町
村
と
併
せ

て
、
今
後
県
と
区
域
内
市
町
村
に
よ
り
一

体
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
明
確
化
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、こ
の
よ
う
な
一
体
的
な
支
援
は
、

都
道
府
県
の
求
め
に
対
す
る
区
域
内
市
区

町
村
の
任
意
の
協
力
に
基
づ
く
べ
き
も
の

と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
都
道
府
県
と
区
域
内
市
区

町
村
の
一
体
的
な
支
援
に
つ
い
て
、現
行
の

災
害
対
策
基
本
法
第
74
条
の
２
の
「
内
閣

総
理
大
臣
に
よ
る
応
援
の
求
め
」
に
お
い

て
は
、応
援
・
受
援
の
双
方
に
つ
い
て
都
道

府
県
が
区
域
内
市
区
町
村
に
つ
い
て
調
整

で
き
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

災
害
対
策
基
本
法
第
74
条
の
「
自
主
的
な

派
遣
に
関
す
る
求
め
」
に
お
い
て
は
規
定

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、熊
本
地
震
で

も
混
乱
が
み
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、自

主
的
な
派
遣
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、都
道

府
県
が
区
域
内
市
区
町
村
に
つ
い
て
応
援
・

受
援
の
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
旨
、

法
的
に
明
確
化
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

ま
た
、指
定
都
市
に
つ
い
て
は
、そ
の
行

政
規
模
に
鑑
み
、今
後
は
対
口
支
援
団
体

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
都
道
府
県
と
区
域
内
市
区
町
村
に
よ
る
一

体
的
な
支
援
」
体
制
と
は
別
に
支
援
を
行

う
こ
と
を
原
則
と
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

な
お
、
以
上
の
よ
う
な
「
都
道
府
県
と

区
域
内
市
区
町
村
に
よ
る
一
体
的
な
支

援
」
を
原
則
と
し
つ
つ
も
、
応
援
を
希
望

す
る
市
区
町
村
が
自
ら
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

に
よ
り
派
遣
す
る
ル
ー
ト
も
重
要
で
あ

り
、
重
層
的
な
派
遣
ル
ー
ト
も
認
め
る
べ

き
と
し
て
い
る
。

【
被
災
市
区
町
村
応
援
職
員
確
保
シ
ス

テ
ム
の
具
体
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
は
資

料
４
を
参
照
】

⑵�

「
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
括
支
援
員
」
制

度
の
基
本
的
な
考
え
方

ｱ）
役
割

「
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
括
支
援
員
」

は
、
特
に
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
、
他

の
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
応
援
職
員
の
派

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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遣
に
よ
り
被
災
市
区
町
村
に
お
け
る
災
害

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
確
保
を
支
援
す
る

こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
、
被

災
市
区
町
村
の
首
長
の
「
災
害
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
を
総
括
的
に
支
援
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
支
援
の
対
象
と
な
る
災
害
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
し
て
は
、①「
災
害
の
フ
ェ
ー

ズ
」
に
応
じ
た
災
害
対
応
の
在
り
方
に
関

す
る
知
見
、
②
災
害
対
策
の
推
進
体
制
の

整
備
や
進
捗
把
握
な
ど
の
管
理
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
③
応
援
職
員
の
緊
急
確
保
に
関
す

る
総
務
省
等
と
の
連
絡
・
調
整
な
ど
を
挙

げ
て
い
る
。

な
お
、災
害
応
急
対
策
の
主
体
は
あ
く

ま
で
被
災
市
区
町
村
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

被
災
市
区
町
村
に
よ
る「
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
総
括
支
援
員
」へ
の
過
度
の
期
待
は
か

え
っ
て
そ
の
円
滑
な
支
援
活
動
を
阻
害
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
、「
災
害
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
総
括
支
援
員
」は
そ
れ
ぞ
れ
の
市

区
町
村
の
事
情
・
意
向
を
十
分
尊
重
し
て

助
言
を
行
う
べ
き
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

ｲ）
求
め
ら
れ
る
資
質

求
め
ら
れ
る
資
質
と
し
て
は
、
地
方
公

共
団
体
に
お
い
て
災
害
対
策
の
陣
頭
指
揮

を
執
っ
た
経
験
が
あ
る
こ
と
や
、
災
害
時

に
派
遣
職
員
と
し
て
被
災
地
で
災
害
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
た
経
験

が
あ
る
こ
と
な
ど
と
し
、
ま
た
、
被
災
市

区
町
村
の
首
長
を
直
接
支
援
す
る
性
格

資料４　「被災市区町村応援職員確保システム」の具体的な仕組み

暮
ら
し
の
歳
時
記
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「被災市区町村応援職員確保システム」の具体的な仕組み

不足分を
要請

≪②全国スキームによる支援≫

被
災
都
道
府
県

被災市区町村

○現地調整会議・確保調整本部における調整に参画
○個別の応援・受援団体に対する関与・協力
○応援職員の緊急派遣を自ら調整

総務省

対口支援団体
の連絡要員

≪①被災地域ブロックを中心とした対口支援方式による支援≫

対口支援都道府県 区域内市区町村

応援職員確保調整本部
全国知事会、全国市長会、全国町村会
により構成＜事務局 全国知事会＞
（総務省、指定都市市長会も参画）

※対口支援団体は、中長期派遣への円滑な
移行に向け、技術職員の確保等に留意

全国知事会、全国市長会、全国町村会により
構成＜事務局 全国知事会＞（総務省、被
災地域ブロック幹事都道府県、指定都市市長
会等も参画）

被災市区町村
対口支援団体
の連絡要員

被災市区町村ごとに「対口
支援方式」による支援を実施
※「災害マネジメント総括支
援員」も併せて派遣 対口支援指定都市

現地調整会議 ■対口支援団体を
決定

■全国スキームによる要請
に対し、都道府県（区域内
市区町村）・指定都市から
派遣
※市区町村のイニシアチブに
よる派遣も

都道府県と区域内市区町村に
よる一体的な支援が原則
（法制化を推進）

対口支援方式と
全国スキームの
二段階の体制で対応

九
月
（
長
月
）�

　

長
月
の
由
来
：
旧
暦
の
「
長
月
」
は
、
夜
が

長
く
な
る
こ
ろ
な
の
で
「
夜
長
月
」
と
す
る
説

が
有
力
。
ま
た
は
雨
が
多
く
降
る
時
季
な
の
で

「
長
雨
月
」
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
旧
暦
九

月
は
菊
の
季
節
な
の
で
「
菊
月
」
と
も
呼
ば
れ

る
そ
う
で
す
。

二
百
十
日　

九
月
一
日
頃

　

立
春
か
ら
数
え
て
二
百
十
日
で
あ
る
こ
の
日

は
、
台
風
の
多
い
日
と
さ
れ
て
い
て
、
農
家
は

特
に
警
戒
し
ま
し
た
。
伊
勢
の
船
乗
り
た
ち
が

長
年
の
経
験
か
ら
凶
日
に
し
た
と
い
わ
れ
、
江

戸
時
代
に
雑
節
と
し
て
暦
に
記
載
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
時
季
、
農
作

物
を
風
雨
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
に
、
各
地
で

風
鎮
め
の
儀
式
や
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

非
常
用
の
食
料
・
飲
料
、
家
の
ま
わ
り
な
ど
、

備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

秋
彼
岸　

九
月
二
十
日
か
ら
二
十
六
日
頃

　

秋
分
の
日
を
中
日
と
し
て
、
そ
の
前
後
三
日

間
を
合
わ
せ
た
期
間
が
秋
彼
岸
。春
彼
岸
同
様
、

ご
先
祖
様
の
霊
を
供
養
し
て
お
墓
参
り
に
行
き

ま
し
ょ
う
。
お
供
え
す
る
の
は
、春
彼
岸
の「
ぼ

た
も
ち
」
か
ら
「
お
は
ぎ
」
に
（
呼
び
名
が
変

わ
る
だ
け
で
も
の
は
同
じ
）。
秋
の
彼
岸
に
合

わ
せ
た
よ
う
に
花
を
咲
か
せ
る
の
が
彼
岸
花
で

す
。古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
、

曼
殊
沙
華
（
ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ
）
で
、「
天
に

咲
く
花
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。



上
、
課
長
級
以
上
の
管
理
職
員
で
あ
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
人
材
の
裾
野
を
広
げ
、
適
任

者
の
育
成
・
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
総

務
省
や
消
防
庁
に
お
け
る
研
修
や
訓
練
の

実
施
な
ど
、
知
識
の
習
得
と
と
も
に
経
験

を
重
ね
る
機
会
の
提
供
が
必
要
で
あ
る
と

し
て
い
る
。

ｳ）
総
務
省
へ
の
登
録
制
と
す
る
こ
と

「
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
括
支
援
員
」

は
、
大
規
模
災
害
時
に
外
部
か
ら
被
災
市

区
町
村
に
派
遣
さ
れ
、
必
ず
し
も
人
的
関

係
が
な
い
中
で
首
長
の
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
支
援
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果

た
す
者
で
あ
り
、
そ
の
活
動
に
当
た
っ
て

は
、
被
災
市
区
町
村
か
ら
信
頼
に
値
す
る

と
認
め
ら
れ
る
こ

と
が
不
可
欠
の
条

件
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
あ

ら
か
じ
め
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
見
識

と
経
験
を
有
す
る

者
で
あ
る
こ
と
を

認
証
す
る
観
点
か

ら
、
総
務
省
に
お

い
て
、
対
口
支
援

団
体
と
な
り
得
る

都
道
府
県
及
び
指

定
都
市
の
推
薦
を

受
け
て
適
格
者
を

名
簿
に
登
録
し
、

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

を
明
確
に
す
べ
き

と
し
て
い
る
。

ｴ）�
対
口
支
援
団
体

か
ら
の
派
遣
を

基
本
と
す
る
こ
と

「
被
災
市
区
町
村
応
援
職
員
確
保
シ
ス

テ
ム
」
に
お
け
る
対
口
支
援
団
体
と
被
災

市
区
町
村
と
の
密
接
な
関
係
を
踏
ま
え
、

報
告
で
は
、
対
口
支
援
団
体
で
あ
る
都
道

府
県
及
び
指
定
都
市
が
、
総
務
省
に
登
録

し
た
自
ら
の
職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
を
基

本
と
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

な
お
、
対
口
支
援
団
体
で
「
災
害
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
総
括
支
援
員
」
を
確
保
で
き
な

い
場
合
や
、
被
災
市
区
町
村
か
ら
、
特
定

分
野
に
知
見
を
有
す
る
「
災
害
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
総
括
支
援
員
」
の
派
遣
を
求
め
ら
れ

る
等
の
場
合
に
は
、
例
外
的
に
、
総
務
省

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
り
、
登
録
さ
れ
た

「
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
括
支
援
員
」
の

中
か
ら
緊
急
派
遣
を
行
う
べ
き
と
も
し
て

い
る
。

【「
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
括
支
援
員
」

制
度
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
は
資

料
５
を
参
照
】

Ⅲ　

お
わ
り
に

以
上
、
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し

て
き
た
。
総
務
省
と
し
て
は
、
二
つ
の
シ

ス
テ
ム
の
導
入
・
整
備
に
向
け
、
今
後
、

地
方
三
団
体
や
指
定
都
市
市
長
会
等
と
詳

細
な
検
討
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
り
、

各
地
方
公
共
団
体
に
お
か
れ
て
も
、
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

「災害マネジメント総括支援員」制度の基本的な考え方

① 首長の「災害マネジメント」を総括的に支援（被災市区町村の事情を十分尊重）

・災害対応のノウハウ
・推進体制の整備などの管理マネジメント
・総務省等との連絡・調整 など

②
・ 災害対策の陣頭指揮の経験
・ 派遣職員として災害マネジメントに関与

⇒ 総務省・消防庁で研修・訓練等を実施

「災害マネジメント総括支援員」とは

さらに課長級以上であることが必要

登録・派遣の仕組み

①
都道府県・指定都市等の推薦を受け、名簿に登録 ⇒ メンバーシップの明確化

②
対口支援に伴い、当該都道府県・指定都市等が派遣することが基本

※ 緊急事態の場合は、総務省のイニシアチブにより派遣

役割
※ 「災害マネジメント」

の内容

求められる資質

総務省への登録制

対口支援に伴い派遣

資料５　「災害マネジメント総括支援員」制度の基本的な考え方

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン日本興亜株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパン日本興亜の定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申し込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は損保ジャパンと日本興亜損保が 2014年９月１日に合併し誕生した会社です。

03-3519-73250120-731-087
（受付時間  月～金  午前9時30分～午後5時）

FAX

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。
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藍
住
町
の
概
要

藍
住
町
は
、
徳
島
県
北
東
部
に
位
置
し
て

お
り
、
吉
野
川
水
系
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖

積
平
野
が
町
の
ほ
ぼ
全
域
を
占
め
て
い
ま
す
。

町
域
の
南
を
吉
野
川
が
東
流
し
、
か
つ
て
の

本
流
で
あ
っ
た
旧
吉
野
川
が
西
か
ら
北
、
さ
ら

に
東
へ
と
大
き
く
蛇
行
し
て
流
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
広
い
田
園
地
帯
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
が
、
県
都
徳
島
市
の
中
心
部
か
ら
5

～
10
㎞
圏
と
い
う
恵
ま
れ
た
立
地
の
も
と
、

人
口
3
万
4
千
人
を
超
え
る
住
宅
都
市
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

四
方
は
約
４
㎞
で
総
面
積
が
16
・
27
㎢
と
、

県
内
で
3
番
目
に
小
さ
い
町
で
す
が
、「
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
、
い
わ
ゆ
る
「
平

成
の
大
合
併
」
の
際
に
も
自
主
自
立
を
選
択

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

産
業
の
面
で
は
、
戦
国
時
代
か
ら
明
治
末

期
に
か
け
て
、
町
名
の
由
来
と
も
な
っ
た
阿

波
藍
の
栽
培
や
流
通
で
栄
え
ま
し
た
。
今
も

町
内
に
は
、
藍
業
者
特
有
の
長
屋
門
や
寝
床

を
持
つ
、
堂
々
と
し
た
屋
敷
が
い
く
つ
か

残
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
有
数
の
大
藍
商

と
し
て
栄
え
た
奥
村
家
の
屋
敷
13
棟
は
、
昭

和
62
年
に
町
が
寄
附
を
受
け
、
藍
住
町
歴
史

館
「
藍
の
館
」
と
し
て
、
観
光
や
藍
文
化
の

保
全
・
普
及
の
た
め
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
で
は
肥
沃
で
地
味
豊
か
な
平

野
と
温
暖
多
湿
で
清
ら
か
な
吉
野
川
な
ど
水

利
の
便
に
恵
ま
れ
た
条
件
を
生
か
し
、
全
国

有
数
の
春
ニ
ン
ジ
ン
（
春
先
に
収
穫
す
る
洋

ニ
ン
ジ
ン
）
の
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
春
ニ
ン
ジ
ン
は
す
ぐ
れ
た
味
覚
と
色

合
い
を
も
ち
、
市
場
で
高
い
人
気
を
得
て
い

ま
す
。

△

町
主
催
の
「
イ
ン
デ
ィ
ゴ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
６
」
で
藍
の
魅
力
を
再
発
信

徳島県 藍住町

藍あ
い

住ず
み

町ち
ょ
う

徳
島
県

～
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
・
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち

№
１
を
め
ざ
し
て
～
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町
の
将
来
像

本
町
は
、
人
口
減
少
時
代
に
あ
っ
て
、
首

都
圏
な
ど
の
大
都
市
以
外
で
人
口
が
増
加
を

続
け
る
数
少
な
い
町
で
す
。
平
成
27
年
に
実

施
し
た
国
勢
調
査
に
お
い
て
も
、人
口
３
４
、

６
２
６
人
と
平
成
22
年
国
勢
調
査
時
よ
り

1
、
２
８
８
人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。　
　

ま
た
、住
民
の
平
均
年
齢
が
42
・
9
歳
（
平

成
29
年
1
月
末
現
在
）
と
低
く
、
若
い
世
代

を
中
心
に
多
く
の
人
が
流
入
し
、
新
し
い
活

気
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
わ

が
国
が
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
る
中
で
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
人
口
流
入
が
今
後
も
続
く

こ
と
は
考
え
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、古
く
か
ら
の
住
民
も
、

新
し
く
転
入
し
て
き
た
住
民
も
、
共
に
力
を

合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政

に
は
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
な
ど
各
種
施
策
を
推
進
し
、
誰

も
が
住
み
や
す
い
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
28
年
に
は
、
10
年
後
の
町

の
将
来
像
と
し
て
、「
み
ん
な
色
で
染
め
る

ま
ち
・
藍
住
」
を
掲
げ
た
第
5
次
藍
住
町
総

合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
教
育
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
、
生
活
環
境
整
備
、
産
業
振
興

な
ど
、
各
分
野
で
住
民
と
行
政
が
協
働
し
、

誰
も
が
美
し
い
と
思
え
る
色
で
藍
住
町
を
染

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

“
あ
い
”
で
つ
な
が
る
ま
ち

藍
住
町
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え
、
藍

住
町
に
住
み
た
い
と
思
う
人
を
増
や
す
た
め

に
は
、
観
光
・
交
流
が
重
要
で
す
。
藍
住
町

は
い
わ
ゆ
る
観
光
地
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

シ
ン
ボ
ル
施
設
で
あ
る
藍
住
町
歴
史
館
「
藍

の
館
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
公
式
エ
ン
ブ
レ
ム
に
「
藍
色
」

が
採
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
町
に
お
い

て
も
、
も
う
一
度
、
藍
染
め
の
文
化
的
な
側

面
を
評
価
し
な
が
ら
そ
の
復
興
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

平
成
28
年
9
月
に
は
、
藍
の
魅
力
発
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会
議
を
立
ち
上
げ
、
本
町

総
合
戦
略
の
基
本
理
念
で
も
あ
る
、「“
あ
い
”

で
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
藍
染
め
を
通
じ
た
交
流
や
藍
染
め
製
品

づ
く
り
の
推
進
及
び
情
報
発
信
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

平
成
28
年
12
月
に
は
、『
日
常
生
活
に
お

し
ゃ
れ
に
藍
染
め
を
取
り
入
れ
る
』
を
テ
ー

マ
に
、
幼
稚
園
児
か
ら
大
学
生
ま
で
を
対
象

と
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
「
イ
ン
デ
ィ

ゴ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
６
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
若
者
が
、
藍
染
め
を
新
し
い
発
想
で

普
段
着
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
古
く
か
ら

親
し
ま
れ
て
き
た
藍
染
め
と
掛
け
合
わ
せ

た
、
新
た
な
藍
染
め
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
も
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

「
イ
ン
デ
ィ
ゴ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
７
」

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
藍
染

め
の
魅
力
を
さ
ら
に
、
地
域
の
若
者
か
ら
全

国
に
向
け
て
広
く
発
信
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
に
や
さ
し
い
ま
ち

本
町
で
は
、
子
育
て
世
代
の
転
入
が
多
い

一
方
で
、
一
般
世
帯
総
数
に
占
め
る
核
家
族

世
帯
の
割
合
が
64
・
8
％
と
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
や
不
安
を
抱
え
込
み
、
心
身

の
健
康
を
害
し
て
し
ま
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
子
育
て
に

喜
び
を
感
じ
、
親
子
が
共
に
成
長
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
乳
幼
児
健
診
を
は
じ
め
と
す
る

母
子
保
健
事
業
や
、
各
種
子
育
て
支
援
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
就
学
前
の
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、
全

国
に
先
ん
じ
、
昭
和
50
年
か
ら
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
3
歳
児
ま
で
は
保
育
所
、
4
～

5
歳
児
は
幼
稚
園
と
い
う
「
藍
住
方
式
」
の

就
学
前
保
育
・
教
育
を
推
進
し
、
子
ど
も
た

△藍商屋敷　旧奥村家（藍住町歴史館「藍の館」）

△インディゴコレクション2016

△パパママ教室での沐浴実習の様子
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ち
一
人
一
人
の
個
性
や
発
育
の
状
況
に
応
じ

た
、
き
め
細
か
な
支
援
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

原
則
全
員
に
幼
稚
園
で
の
幼
児
教
育
を
行
う

と
い
う
「
藍
住
方
式
」
は
、
町
の
特
性
を
活

か
し
た
本
町
な
ら
で
は
の
教
育
投
資
で
あ

り
、
預
か
り
保
育
に
よ
り
、
保
護
者
の
就
労

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、
今
後
も
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
人
口
増
加

に
対
応
し
た
受
け
皿
の
確
保
を
図
り
、
年
度

途
中
の
入
所
に
よ
り
発
生
す
る
待
機
児
童
の

問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
既
存
保
育
施
設
の

定
員
拡
大
や
、
認
可
保
育
施
設
の
設
立
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
の
4
月

に
は
、
町
内
に
新
た
な
認
可
保
育
園
が
開
設

し
ま
し
た
。

ま
た
、
保
護
者
の
就
労
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
、
町
内
に
あ
る
5
つ
の
児
童
館
で
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
27
年
4
月
か
ら
は
、
預
か
り

時
間
を
午
後
7
時
ま
で
に
拡
大
し
ま
し
た
。

利
用
者
も
小
学
校
1
～
3
年
生
が
対
象
で
し

た
が
、
保
護
者
の
希
望
に
合
わ
せ
て
、
小
学

校
6
年
生
ま
で
対
象
学
年
を
拡
大
す
る
た

め
、
施
設
整
備
を
行
い
、
順
次
受
け
入
れ
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち

今
後
30
年
以
内
に
約
70
％
の
確
率
で
起
こ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
で
す
が
、
本
町
に
お
い
て
も
、
最
大
で
死

者
１
４
０
人
、
建
物
全
壊
・
焼
失
2
、
１
０

０
棟
の
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
災
害
・
有
事
の
際
に
は
、
初
動
か
ら
応

急
対
策
、
復
旧
業
務
ま
で
を
迅
速
・
的
確
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

町
と
し
て
は
、
防
災
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
知

識
・
技
術
の
普
及
・
啓
発
を
進
め
る
と
と
も

に
、
情
報
伝
達
や
避
難
、
応
援
要
請
な
ど
の

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
各
小
中
学
校

で
、
地
域
住
民
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
い

る
防
災
避
難
訓
練
に
は
、
毎
回
多
く
の
住
民

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
訓
練
会
場
で
は
、
消

火
訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法

の
講
習
、
炊
き
出
し
な
ど
、
様
々
な
訓
練
や

体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
民
2
、
０
０
０
名
を
対
象
に
実

施
し
た
防
災
意
識
調
査
で
は
、
町
に
望
む
防

災
対
策
に
つ
い
て
「
資
器
材
や
飲
料
水
・
食

料
な
ど
の
備
蓄
の
推
進
」
と
回
答
し
た
方
が

最
も
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

意
見
も
踏
ま
え
、
平
成
27
年
3
月
に
は
、
非

常
食
等
の
備
蓄
品
や
発
電
機
等
の
資
機
材
を

保
管
す
る
た
め
の
、
藍
住
町
防
災
備
蓄
倉
庫

を
新
築
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
本
町
の
防
災
行
政
無
線
は
整

備
か
ら
約
20
年
が
経
過
し
、
故
障
時
の
部
品

交
換
等
に
問
題
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
安
定
し
た
運
用
を
図
る
た
め
再
整
備

（
デ
ジ
タ
ル
化
）
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

ま
た
住
民
の
皆
さ
ん
へ
災
害
情
報
を
確
実

に
伝
え
る
た
め
、
こ
の
再
整
備
に
併
せ
て
登

録
制
メ
ー
ル
と
の
併
用
な
ど
、
伝
達
手
段
の

多
重
化
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
藍
住
町

全
国
的
に
進
行
し
て
い
る
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
と
東
京
一
極
集
中
。
こ
の
よ
う

な
中
で
、
人
口
が
増
加
基
調
に
あ
る
今
だ
か

ら
こ
そ
、
若
者
を
中
心
と
し
た
活
気
あ
ふ
れ

る
ま
ち
、暮
ら
し
や
す
い
町
№
1
を
目
指
し
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
代
の

方
が
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
最
重
要
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

進
学
・
就
職
な
ど
で
県
外
に
転
出
し
て
い

く
若
者
た
ち
が
、
20
代
、
30
代
に
な
っ
て
帰

り
た
い
と
思
え
る
魅
力
あ
る
ま
ち
、
全
て
の

年
代
の
方
が
い
つ
ま
で
も
輝
き
続
け
ら
れ
る

ま
ち
に
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ

く
り
の
成
果
を
更
に
発
展
さ
せ
る
と
共
に
、

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

藍
住
町
長　

石
川　

智
能

△奥野児童館第2学童保育室の増築工事完了

△藍住町防災備蓄倉庫外観

△防災避難訓練の様子

△�町のマスコットキャラクター
　藍商人の「あいのすけ」
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2
0
1
2
年
に
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
、
翌
年

に
誕
生
し
た
村
の
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
か
つ

て
、
村
内
の
鷲
家
口
で
捕
ま
っ
た
日
本
最
後
の

ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
を
モ
チ
ー
フ
に
、
帽
子
は
関

西
の
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン「
高
見
山
」を
か
た
ど
り
、

七
滝
八
壺
、
宝
蔵
寺
の
し
だ
れ
桜
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
て
い
て
、
特
産
品
の
き
の
こ
が
描
か
れ
た

ベ
ス
ト
と
温
泉
マ
ー
ク
の
描
か
れ
た
桶
を
身
に

着
け
て
、
全
身
で
村
を
表
現
。
毎
年
11
月
中
旬

に
開
催
さ
れ
る
「
東
吉
野
村
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
に
は
必
ず
参
加
す
る
な
ど
、
村
民

や
観
光
客
と
交
流
す
る
の
が
大
好
き
な
の
だ
と

か
。
村
役
場
で
は
、
ひ
よ
し
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
を

販
売
し
て
い
た
り
、
村
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
、「
ひ
よ
し
ち
ゃ
ん
の

お
で
か
け
情
報
」
を
告
知
し
て
、
ひ
よ
し
ち
ゃ

ん
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
ひ
よ
し
ち
ゃ
ん

も
、
村
外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
、「
東

吉
野
へ
来
て
や
っ
！
」
と
、村
の
魅
力
の
ア
ピ
ー

ル
に
一
生
懸
命
で
す
。

　

蟹
江
町
で
以
前
か
ら
活
躍
し
て
い
る
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
か
に
丸
く
ん
に
仕
え

る
新
米
忍
者
と
し
て
、
2
0
1
3
年
10
月
に
誕

生
。
も
と
も
と
、
ち
ょ
き
丸
の
父
が
か
に
丸
く

ん
に
仕
え
て
い
た
の
で
す
が
、
密
書
を
探
す
重

大
な
使
命
を
受
け
て
町
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
代
役
を
務
め
て
い
る
の
だ
と
か
。
か

に
丸
く
ん
を
守
り
助
け
な
が
ら
、
町
の
観
光

P
R
も
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
10
月
の
第
2
土

日
に
開
催
さ
れ
る
「
か
に
え
町
民
ま
つ
り
」
に

は
必
ず
参
加
す
る
ほ
か
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
町
特
産
品
の
「
い
ち
じ
く
」
や
「
い

な
饅
頭
」な
ど
も
宣
伝
。「
パ
ン
の
ま
ち
」と
し
て

も
有
名
な
蟹
江
町
内
に
あ
る
パ
ン
屋
さ
ん
の
知

名
度
ア
ッ
プ
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
忍
者
に

し
て
は
ち
ょ
っ
と
派
手
な
い
で
た
ち
で
す
が
、

忍
者
ら
し
く
語
尾
に
「
～
に
ん
に
ん
」
と
つ
け

て
話
す
ち
ょ
き
丸
。
公
式
グ
ッ
ズ
な
ど
も
多
数

販
売
さ
れ
て
い
て
、
今
や
町
の
人
気
者
で
す
。

10
月
1
日
生
ま
れ
。
黒
曜
石
と
同
級
生
。
男
の
子
の「
な
つ
お
く
ん
」

（
写
真
左
）と
女
の
子
の「
な
つ
こ
ち
ゃ
ん
」の
ふ
た
り
で「
な
っ
ち
ゃ

ん
」。“
な
が
わ
探
検
隊
”
の
隊
長
だ
が
、
な
ぜ
か
「
鹿
」
が
苦
手

2
0
1
3
年
11
月
16
日
生
ま
れ
。
3
歳
の
男
の
子
だ
が
、
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ

ミ
の
姿
を
借
り
た
山
の
神
様
。
明
る
く
人
懐
っ
こ
い
性
格
で
、
の
ん
び
り

や
さ
ん
。
お
出
迎
え
や
お
見
送
り
が
大
好
き
な
、
お
も
て
な
し
上
手

誕
生
日
は
不
明
だ
が
、
永
遠
の
10
歳
の
男
の
子
。
ダ
ン
ス
が
好
き

で
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
。
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
テ
ン
シ
ョ
ン
が
あ

が
っ
て
し
ま
う
。
特
技
は
、
な
ぞ
か
け
と
忍
術
。
カ
ニ
を
食
べ
る

の
は
ど
う
に
も
苦
手

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、中ブロック（北信・東海・近畿）からピックアップ。

長野県長和町

愛知県蟹江町

奈良県東吉野村

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　

旧
長
門
町
と
旧
和
田
村
が
合
併
し
た

2
0
0
5
年
10
月
1
日
に
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕
生
。
美
ヶ
原
高
原
の
「
美

し
ノ
塔
」
と
町
の
豊
か
な
自
然
を
帽
子
で
表
現

し
、
特
産
品
で
あ
る
「
ダ
ッ
タ
ン
そ
ば
」
の
マ

フ
ラ
ー
を
た
な
び
か
せ
、
温
泉
マ
ー
ク
が
キ
ラ

リ
と
光
る
サ
ロ
ペ
ッ
ト
ジ
ー
ン
ズ
を
履
い
て
い

ま
す
。
青
の
な
つ
お
く
ん
、
ピ
ン
ク
の
な
つ
こ

ち
ゃ
ん
の
ふ
た
り
あ
わ
せ
て
「
な
っ
ち
ゃ
ん
」

で
す
が
、
な
つ
お
く
ん
の
単
独
行
動
も
少
な
く

な
い
と
か
。
普
段
は
、
役
場
新
庁
舎
の
ほ
か
、

マ
ル
メ
ロ
道
の
駅
な
が
と
、
町
営
の
温
泉
施
設

「
や
す
ら
ぎ
の
湯
」
や
「
ふ
れ
あ
い
の
湯
」
な
ど
、

人
が
集
ま
る
場
所
に
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
に
会
い
に
町
の
各

保
育
園
な
ど
へ
も
頻
繁
に
訪
問
し
ま
す
。
基
本

的
に
は
無
口
な
な
っ
ち
ゃ
ん
で
す
が
、突
然
ム
ー

ン
ウ
ォ
ー
ク
を
始
め
る
よ
う
な
お
ち
ゃ
め
な
一

面
も
。
町
内
だ
け
で
な
く
、
町
外
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
も
参
加
し
て
、
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

Vol.28

中
ブ
ロ
ッ
ク

長
野
県
長な

が

和わ

町ま
ち

奈
良
県
東ひ

が
し

　よ
し

　の

　む
ら

吉
野
村

愛
知
県
蟹か

に

江え

町ち
ょ
う

次
回
は
、
西
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
国
・
四
国
・
九
州
・
沖
縄
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す

蟹
江
町
観
光
協
会
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

東
吉
野
村
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

な
っ
ち
ゃ
ん

カ
ニ
ン
ジ
ャ
「
ち
ょ
き
丸ま

る

」

長
和
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ひ
よ
し
ち
ゃ
ん
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七
宗
町
と
い
う
と
ま
ず
地
名
に
対
す
る

読
み
方
が
話
題
と
な
る
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
す
。
県
外
の
方
か
ら
役
場
に
電
話
が
あ

る
場
合
、
一
般
的
に
は
「
し
ち
そ
う
」
と

発
音
さ
れ
る
方
が
多
く
、「
ひ
ち
そ
う
」

と
職
員
が
言
い
直
す
や
り
と
り
を
何
回
か

耳
に
し
て
い
ま
す
。
名
刺
交
換
の
際
に
も

よ
く
あ
る
話
で
す
。

か
の
有
名
な
京
都
の
七
条
通
は
「
し
ち

じ
ょ
う
ど
お
り
」
と
い
う
よ
う
に
、「
ひ
」

で
は
な
く
「
し
」
が
一
般
的
で
あ
り
、
当

町
の
読
み
方
は
、
全
国
に
は
い
わ
ゆ
る
難

読
地
名
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

一
つ
の
自
治
体
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。　

 

さ
て
、
七
宗
町
は
岐
阜
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、県
都
岐
阜
市
ま
で
約
45
㎞
、

名
古
屋
市
ま
で
は
約
59
㎞
、
天
下
の
名
泉

下
呂
温
泉
ま
で
は
約
50
㎞
の
距
離
に
あ
っ

て
、
東
西
・
南
北
約
12
㎞
の
広
が
り
を
も

ち
、
面
積
は
90
・
47
㎢
あ
り
ま
す
。

町
域
の
90
・
3
％
は
標
高
２
０
０
～
７

０
０
ｍ
の
山
林
が
占
め
、
平
地
は
極
め
て

少
な
く
町
内
を
流
れ
る
飛
騨
川
・
神
渕
川

及
び
こ
れ
ら
の
支
流
沿
い
に
農
地
や
宅
地

が
点
在
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
口
は
、
岐
阜
県
で
三
番
目
に
少
な
い

約
４
、
０
０
０
人
で
、
こ
の
10
年
間
で
７

０
０
人
あ
ま
り
が
減
少
し
、
高
齢
化
率
は

43
％
と
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
対
策
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
江
戸
時
代
か
ら
尾
張
藩
に

属
し
、
飛
騨
川
の
水
運
を
使
い
檜
木
、
杉

の
木
な
ど
の
木
材
が
産
出
さ
れ
、
町
で
は

江
戸
時
代
か
ら
林
業
や
農
耕
作
業
に
利
用

す
る
鍛
冶
な
ど
の
産
業
が
盛
ん
で
し
た

が
、
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
は
工
業
化
の

波
に
徐
々
に
飲
み
込
ま
れ
、
第
一
次
産
業

は
衰
退
し
、
現
在
で
は
近
郊
の
美
濃
加
茂

市
、
可
児
市
を
中
心
と
す
る
製
造
業
な
ど

へ
就
業
す
る
住
民
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
小
さ
な
町
、
七
宗
町
に
も
誇
れ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
昭
和
45

年
３
月
28
日
に
当
時
名
古
屋
大
学
大
学
院

生
の
足
立
守
氏
（
現　

名
古
屋
大
学
特
任

教
授
）
に
よ
っ
て
飛
騨
川
の
河
床
か
ら
発

見
さ
れ
た
「
上か
み
あ
そ
う
れ
き
が
ん

麻
生
礫
岩
」
の
中
に
含
ま

れ
る
20
億
年
前
の
日
本
最
古
の
石
（
花
崗

片
麻
岩
）
で
す
。

こ
の
石
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
平
成
８
年
に
、

町
の
玄
関
口
に
あ
る
国
道
41
号
線
沿
い
に

「
日
本
最
古
の
石
博
物
館
」が
建
設
さ
れ
、

隣
接
す
る
道
の
駅
や
物
産
館
と
併
せ
て
年

間
22
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
博
物
館
に
は
日
本
最
古
の
石
だ
け

で
な
く
、
カ
ナ
ダ
で
発
見
さ
れ
た
約
40
億

年
前
の
地
球
最
古
の
岩
石
や
35
億
年
前
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
チ
ャ
ー
ト
、
太
古
の

地
球
上
に
酸
素
を
大
量
に
供
給
し
た
と
言

わ
れ
る
ス
ト
ロ
マ
ト
ラ
イ
ト
の
化
石
な
ど

学
術
的
に
大
変
貴
重
な
も
の
が
展
示
さ
れ

て
お
り
、
先
カ
ン
ブ
リ
ア
時
代
を
テ
ー
マ

に
し
た
世
界
で
唯
一
の
博
物
館
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
地
域
は
飛
騨
木
曽
川
国
定

公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
特
に
当
町
か

ら
隣
接
す
る
白
川
町
ま
で
の
間
、
飛
騨
川

上
流
12
㎞
は
飛ひ

水す
い

峡き
ょ
う

と
呼
ば
れ
、
日
本
の

地
質
百
選
に
も
選
ば
れ
い
て
い
ま
す
。

飛
水
峡
は
、
国
の
天
然
記
念
物
の
甌
穴

群
（
河
床
の
岩
盤
が
ま
る
く
削
ら
れ
穴
が

あ
い
た
も
の
（
甌
穴
）
が
数
多
く
見
ら
れ

る
。）
の
他
、
変
化
に
富
ん
だ
そ
の
地
形

が
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
だ
し
、
訪
れ

る
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
悠
久
の
時
を
感
じ
る
七
宗

町
に
、
ぜ
ひ
一
度
お
い
で
く
だ
さ
い
。

井
い

戸
ど

　敬
けい

二
じ

岐阜県町村会長・七
ひち

宗
そう

町長

２０億年の時空を超えて
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全国町村会館には、
会議室・宴会場のほかに、
ふたつのレストランもございます。
お気軽にお立ち寄りください。

和・洋食のレストランも
お気軽にご利用ください

●全国町村会館へのアクセス
・有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」
　3番出口徒歩1分
・丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩8分
・タクシー東京駅から約20分

TEL.03（3581）0471
FAX.03（3581）0220
〒100-0014 東京都千代田区永田町1丁目11番35号

☆カジュアルレストラン「ペルラン」：ランチタイム11：00～14：00／ティータイム14：00～17：00／ディナータイム17：00～22：00（21：30ラストオーダー）
☆和食処「さいかち」：ランチタイム11：30～14：30（14：00ラストオーダー）／ディナータイム17：00～22：00（21：30ラストオーダー） ※「さいかち」は土、日祝日休

※市町村職員共済組合等の宿泊助成券がご利用いただけます。

東京でのイベントに最適な
絶好のロケーションを誇る全国町村会館。
かけがえのないひとときを、
上質なサービスでおもてなしいたします。

3番出口

WEBからのご宿泊予約は、特別料金（部屋数限定）がございます。

内
案
ご
の
室
客

お電話でのご予約・
お問い合わせは 全国町村会館 検索

シングル
119室

ダブル
12室

ツイン
17室

SINGLE
ROOM

DOUBLE
ROOM

TWIN
ROOM

2階には広さと設備が多彩な、大小4つの
ホール・会議室。高い機能性を持ち、さま
ざまな演出が可能です。会議・研修、パー
ティーなどに幅広くご利用いただけます。

県人会など同郷者の集い、
同窓会、親睦会などの懇談会

観光PR、移住セミナー
職員採用試験などの説明会

職員旅行・家族旅行

週末・祝日の
宿泊ご利用は
特別サービス
（最大20％割引）

和室もございますのでお問い合わせください。（禁煙ルームもご用意しております。）

さまざまな「集いの場」を
演出いたします
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